
 
令和４年度 第１回沼津市総合教育会議  

 
 
 

日時：令和４年10月25日(火)10:00～ 

場所：沼津市水道部庁舎 ３階会議室 

 

 

 

＜ 次 第 ＞ 

 

１ 開会 

 

２ 市長挨拶 

 

３ 教育長挨拶 

 

４ 協議・調整事項 

「地域総がかりで取り組む教育」について 

 

５ 閉会 
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【テーマ１ 学校規模・学校配置の適正化について】 
 よりよい教育環境を整備し、教育の質の更なる充実を図るため、策定した基本方針に基づき、学

校規模・学校配置の適正化を進めているが、これまでの経過や最新の児童生徒数の将来推計値等を

踏まえ、今後の方向性について意見交換を行う。 

 
１ 本市における基本的な考え方 
児童生徒にとってよりよい教育環境を整備すること、教育の質の更なる充実を図ることを一番

の目的とする。同時に、小中学校は、地域の防災拠点や地域住民の交流の場として活用されるなど

地域コミュニティの形成に重要な役割を担っているため、地域住民の十分な理解と協力を得るな

ど「地域とともにある学校づくり」の視点を踏まえた丁寧な議論を行っていく。 

 
２ 沼津市の現状 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ これまでの取組における成果と課題 
 ⑴ 教職員、児童生徒及び保護者アンケートより抜粋 

   ・いわゆる中１ギャップも見られず、子供たちは学校生活にスムーズに対応している。 

・子供の人数が少ない中で、一貫校化して人数も職員も増えたので、様々な体験や新たな人 

間関係が生まれて良かった。 

     ・人数が増えれば、気の合う友達に出会える可能性が増える。PTA 役員は、何度も回ってくる

確率が減る。役員数、活動が減っていくのは、正直ありがたい。 

   ・遠くなったので、とにかく朝早く、帰りが遅くて大変。低学年にはきつすぎる。半年すぎて

から、少しずつその生活に慣れてきた感じである。 

   ・生徒指導の場面において、小学校型の丁寧な指導と、中学校型のチーム型の指導の良さが生

かされるなど、互いの校種の思いや考えを尊重しながら、新しい学校文化を創っていこうと

する教職員の姿が見られた。 

 

 ⑵ 令和３年度実施アンケート結果より抜粋 

●小中一貫校化したことについて、どのように思いますか。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

戸田小中一貫学校児童生徒 長井崎小中一貫学校児童生徒 
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●登下校が大変になったと思いますか。 

 
                      ●統合後の通学時間が最も長い児童の 

通学時間（小学校） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 他市における適正化の現状 

市 進 捗 備 考 

静岡市 ・中藁科地区と清沢地区にある３つの

小学校と１つの中学校を、全て統合

（小中一貫校化）する要望が自治会

連合会から提出される。 

・R4.4 ３小１中を統合、一貫校化し、

両河内小中学校を開校 

・R2 年度から蒲原地区において２小１

中の統合、一貫校化に向けて検討中。 

・R4 年度、小学校 85校、中学校 43 校。 

・適正規模・適正配置方針の改定に向け、

今年度から検討を開始。 

伊豆市 ・R7.4 ３中学校を統合し新中学校の

開校に向け準備中。 

・R4 年度、小学校７校、中学校３校、義務

教育学校１校。 

・ジェンダーを配慮した制服に決定。 

・通学方法 

 ２㎞未満…徒歩 

 ２～４㎞…自転車 

 ２㎞以上…路線バス 

（新中学校にロータリーを設置） 

下田市 ・R4.4 ４中学校を統合した新中学校

が開校。 

・R4 年度、小学校７校、中学校１校 

・自転車損害賠償保険等加入に係る補助金

(費用の 1/2 上限\1,000) 

・スクールバス２台配備 

・自転車購入費の 1/2、路線バス定期全額 

 

 
 
 
 

6.4% 

※Ｒ３文科省による全国実態調査より 

長井崎小中一貫学校児童生徒 

長井崎小中一貫学校児童 
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【テーマ２ コミュニティ・スクールについて】 

 地域総がかりで子供たちを育てることが出来るよう、順次、コミュニティ・スクール（学校運営

協議会・地域学校協働本部）を導入し、地域と学校の連携協働に向けた体制整備を図っているが、

今後の推進に向け意見交換を行う。 

 

１ 基本的な考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ コミュニティ・スクールの魅力 
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３ 本市における進捗状況 

 ⑴ 設置状況 ※Ｒ４については、設置予定 

   令和 2年度 第五中学校区 大岡中学校区 

   令和３年度 片浜中学校区 静浦小中一貫学校区 

   令和４年度 第三中学校区 金岡中学校区 浮島中学校区 門池中学校区 

 

 ⑵ 具体的な取組 

 ＜大岡中学校区＞※令和３年度 第４回学校運営協議会資料より 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜片浜中学校区＞※令和３年度 地域広報紙より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※これまでに取り組んできたことも、学校と地域が相互にパートナーとして連携・協力しています。 
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【テーマ３ 中学校部活動の地域移行について】 

 中学校部活動は、少子化等の影響から生徒のニーズにあった部活動が提供できないこと、教員の

負荷要因になっていること等から、学校だけで担うことが難しくなっている。 

文部科学省は中学校部活動を段階的に地域移行させる方針を示し、まずは休日の活動について、

来年度からの３か年を改革集中期間と位置づけ、市に移行推進を求める見通しである。 

将来的には、平日を含む全ての活動を学校教育から切り離すことを見据えたものであり、この実

現には、多くの解決すべき課題があることから、改革の方向性等について意見交換を行う。 
 

１ 国の基本的な考え方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２ 中学校部活動の未来像 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 沼津市の中学校部活動の現状 

（１） 運動部 15種類、文化部 8種類 

（２） 指導者は「教員」「部活動指導員」「外部指導者（ボランティア）」 

（３） 任意加入が 16校、全員加入が 2校 

（４） 平日の休活動日は、週１日が８校、週２日が９校（※市立高中等部は部活ごと異なる） 

【資料】ｽﾎﾟｰﾂ庁 運動部活動の地域移行に関する検討会議の提言概要 
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４ 解決すべき課題等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
５ 先進都市等の状況 

都市名 運営団体 指導者 概要 

茨城県つくば市 ・市民団体協議会 

・総合型ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ 

・地域指導者 

・社会人、大学生 

・教員（兼業） 

・校長や PTA を中心に市民団体を設立 

・多種目にわたる地元のクラブと連携 

富山県南砺市 ・体育協会 ・社会人 ・小学校から中学校まで一貫した指導体制の構

築を目指す 

東京都日野市 ・民間ｽﾎﾟｰﾂ事業者 ・地域指導者 

・民間指導者 

・地元企業の協力を得て、実業団で競技経験を

有する社会人が主に休日指導 

滋賀県彦根市 ・地域学校協働本部 ・地域指導者 

・退職教員 

・部活動指導員 

・地域学校協働本部において、ｽﾎﾟｰﾂ団体等の

協力を得ながら、休日・放課後活動の一環として

実施 

静岡市 

（※計画段階） 

・行政 ・地域住民 

・教員 

・平日は「拠点校式」、休日は地域展開部活動

「シズカツ」を両輪で推進 

【資料】ｽﾎﾟｰﾂ庁 運動部活動の地域移行に関する検討会議の提言概要 


